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基準10 財務 
（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 
（観点に係る状況）  
平成１６年度の法人化前に所有していた校地・校舎・設備等の資産を法人化にあたり独立行政法人

国立高等専門学校機構に出資財産として，受渡ししたものが本校の資産となっている。(資料10－1－
①－1，2) 

 また，債務に関して大きなものとしては，施設整備資金貸付金があるが計画的に返還できるものと

なっている。(資料10－1－①－3，4) 
（分析結果とその根拠理由）  

 平成１６年度の法人化前に所有していた資産はすべて引き継いでおり，本校の目的に沿った教育活

動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要なものは確保している。 
債務に関しては，国からの返還計画に基づき順次相殺されることになっている。 
以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しており，また，

債務は過大ではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   資料10－1－①－1 

 
（出典 現物出資財産受渡証書）
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資料10－1－①－2 

 
・（出典 貸借対照表）
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資料10－1－①－2 

（出典 貸借対照表）
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資料10-1-①-3 

 
（出典 貸借対照表）
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   資料10-1-①-4 

 
（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構施設整備資金貸付金償還計画について）
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 
（観点に係る状況）  

  法人化してからの収入源は，授業料・入学検定料・入学料等の諸収入源（資料10-1-②-1,2）のほ

か，国立高等専門学校機構からの運営費交付金及び外部資金として企業等との共同研究費や企業か

らの受託研究費，奨学寄附金などがある。(資料10-1-②-3) 
（分析結果とその根拠理由）  

  運営費交付金は，学校運営に必要な経費を経常的に配分（１％の効率化係数による減はある）さ

れるものであるし，授業料等は経常的収入が継続的に確保されているものである。また，外部資金

については，今後の大きな財源となるものであり，その受入総額は増加傾向にある。 
 以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保できている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料10-1-②-1 財政表       

 
         （出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-2 入学志願者及び入学者調べ  

 
（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-3 教員の研究活動 

 
（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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   資料10-1-②-3 教員の研究活動 

 

（出典 高知工業高等専門学校平成１７年度概要）
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 
（観点に係る状況）  

  収入・支出予算に関しては，中期計画に基づいた予算配分が国立高等専門学校機構から配分され，

それを受け本校の目的達成のための収入・支出計画を主任会（校長・三主事・各学科主任・副専攻

科長・事務部長）で明示し決定している。また，各学科主任より各学科教員に明示し周知を図って

いる。 
（分析結果とその根拠理由）  

 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができた。 
 以上のことより，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画

等が策定され，関係者に明示していると言える。 
観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 
（観点に係る状況）  

  別紙損益計算書(資料10-2-②-1)のとおり，当期純利益はプラスになっている。 
（分析結果とその根拠理由）  
以上のことより，収支の状況において，過大な支出超過となっていないと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   資料 10-2-②-1   

 
（出典 損益計算書）
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 
（観点に係る状況）  

  教育研究活動に対する資源配分については，最も配慮すべき事柄と考える。教育研究活動に関す

る支出計画も主任会（校長・三主事・各学科主任・副専攻科長・事務部長）で明示し，その支出計

画に沿った資源配分を行っている。 
  施設の整備に関しては，耐震，教室狭隘の解消等を図るべく校舎（電気工学科棟・物質工学科棟・

教室棟）改修工事等を概算要求している。 
  設備の整備に関しては，最新の専門知識及び技術の習得や実験・実習を効率的に推進する上で必

要な教育研究設備を重点的に整備するため，教育研究高度化設備費を要求している。 
（分析結果とその根拠理由）  

  平成１６年度に独立行政法人化となり，対前年度より予算が大幅に減額されたが，教育研究費に

ついては，対前年度ほぼ同額を確保したところである。また，教育研究活動の活性化のため，各学

科の教員等からの申請により予算を重点配分する学内競争的資金（校長裁量経費）を確保し教育研

究費の重点化を行っている。 
  施設関係では平成１６年度補正予算により校舎（電気工学科棟・物質工学科棟・教室棟）改修工

事が認められ，耐震工事及び教室の狭隘解消が図られ，より良い教育環境が整備される。 
  設備関係については，平成１６年度教育研究高度化設備費によりＸ線回析装置（31,860千円）を

導入し，発展の著しい材料の構造解析に関し，学生の知識及び実験技術能力の向上はもとより，学

生及び教員の研究活動に大きく貢献している。 
 以上のことより，学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされていると言える。 

 
観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 
（観点に係る状況）  

  財務諸表は独立行政法人通則法第３８条の４により官報に公告し，かつ，一般の閲覧に供しなけ

ればならないとうたわれており公表を義務付けられている。 
（分析結果とその根拠理由）  
機構本部で取りまとめの上全国高専一斉に公表される事になっているうえ，本校のホームページ

にも掲載予定である。 
以上のことより，学校を設置する法人の財務諸表等は適切な形で公表されている。 

 
観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 
（観点に係る状況）  

  不定期に行われる監査・検査としては会計検査院の実地検査があり，今年から法人化に伴い監査

法人による決算監査が加わった。 
（分析結果とその根拠理由）  
以上のことより，財務に対して，会計監査等が適正に行われている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点）  

 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができ，活動の財務上の基礎と

して，適切な収支に係る計画等が策定され，関係者に明示している。 
 
（改善を要する点）  

  特になし。 
 
（３）基準10の自己評価の概要 

本校の目的に沿った教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な資産は確

保している。債務に関しては，国からの返還計画に基づき順次相殺されることになっている。 
運営費交付金，授業料，外部資金などの経常的収入を継続的に確保できており，学校の目的に沿っ

た教育研究活動を安定して遂行できるようになっている。 
 平成１６年度決算において，収入・支出とも概ね計画に沿った執行ができ，活動の財務上の基礎と

して，適切な収支に係る計画等が策定され，関係者に明示していると言える。 
また，教育研究活動の活性化のため，各学科の教員等からの申請により予算を重点配分する学内競

争的資金（校長裁量経費）を確保し教育研究費の重点化を行っている。 
 施設関係では平成１６年度補正予算により校舎（電気工学科棟，物質工学科棟，教室棟）改修工事

が認められ，耐震工事及び教室の狭隘解消が図られ，より良い教育環境が整備される。 
 設備関係については，平成１６年度教育研究高度化設備費によりＸ線回析装置を導入し，発展の著

しい材料の構造解析に関し，学生の知識及び実験技術能力の向上はもとより，学生及び教員の研究活

動に大きく貢献している。 
財務諸表等については，機構本部で取りまとめ，公表される予定である。 
現時点では満足しているが，１％の効率化係数による削減を機構本部が明言していることを考える

と，コスト削減，志願者増，外部資金などの受入れなどを今後より一層積極的に図る必要がある。 
 
 


